

FM / AM デジタル-シンセサイザーチユーナー 

F-D3 

取扱説明き 


このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいたださましてまことにありびとラございます。 

本機の機能を十分に発揮させて効果的にご利用いただくために、この取扱説明書を本機ご使用の前に最後までお読み 
ください。特に「安全上のご注意」は必ずお読みください。 

お読みになった後は「保証書」、「ご相談窓□•修理窓□のご案内」と一緒に保管してください。使用中にわからない 
ことや不具合び生じたとさ、さっとお役にたちます。 


-まをに正しくお使いいただくために一 

給表示について 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安 
全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために、 
いろいろな絵表示をしています D その表示と意味 
は次のよラになっています。内容をよく理解して 
から本文をお読みください。 

„ この表示を無視して、誤った取 
扱いをすると、人び死なたは 
=重傷を^、ラ可能性び想定される 
内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取 
扱いをすると、人び傷害を負ラ 
可能性び想定される内容および 
物的損害のみの発生び想定され 
る内容を示しています D 


A ミ主意 


絵表示の例 


A 

を 


A 記号は注意（警告を含む）しなければなら 
ない内容であることを示しています。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場合は感 
電注意）び描かれています。 

( S ) 記号は禁止（やってはいけないこと）を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の場 
合は分解禁止）び描かれています。 

•記号は行動を強制したり指示する内容を示 
しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電 
源プラグをコンセントから抜け）び描かれて 
います。 


ま全上のご注意 (付属の r を全上のごを意 J ちお読みください) 


A 警告 

(異唐;時の処置） 

• 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態 
のまま使用すると乂災•感電の原因となります。すぐに機 
器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜いてください。煙び出なくなるのを確認して販売 
店に修理をご依頼ください。お客様による修理は危険です 
から絶対おやめください。 

處 

プラグを抜け 


• 万一内部に水や異物等び入った場合は、まず機器本体の電 
源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販 
売店にご連絡ください。そのまま使用すると乂災•感電の 
原因となります。 

處 

プラグを抜け 


•万一本機を落としたり、カバーを破損した場合は、機器本 
体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜 
いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると乂災 • 
感電の原因となります。 

處 

プラグを抜け 
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特長 


■ 30 局ランダムプリセット & 30 局マニユ 
アルステーシヨンネームメモリー 

本機に放送局の周波数を記憶させることにより、ステーシヨンナ 
ンバーを選ぶだけで希望の放送局を受信でさるクラスち式3日局 
プ U セットと、それらに4宇までの文字情報び入力でさるステー 
シヨンネームメモ U —を搭載しています。 （ P .14 〜17参照） 

■ メモリース丰ヤン機能 

プ U セットした放送局をクラス単位で順番に約己秒ずつ受信します 
ので、各放送局の内容をチエックしなびら希望の局を選ぶことびでさ 
ます。 （ P .1 己参照） 

■ RFATT (RF アッ テネーター) 

FM 放送の受信中、過大なアンテナ入力による音の歪みを低減する 
RF ATT を装備しています。 （ P .9、 ⑩ RF アツテネーターボタン参 

昭 J 


■ AM 受信 WIDE / NARR 0 W 切り換え 

AM に IF 帯域切換回路を装備し 、 WIDE (ワイド）で臨場感あふれる 
受信 、 NARROW (ナ□一）で雑音の少ない受信と、2つの受信ポジ 
シヨン切り換えび巧能です。 （ P .9、 ⑩ MPX モードボタン参照） 

■ AM ステレオ巧応 

AM 放送の受信中にステレオ番組び放送されると、 ( WIDE / 
NARR 日 W 切り換えで WIDE び選択されているとさ、）自動的にステ 
レオ音声に切り換わります。 

■ リモートコント□ール端子 

ノ くイオニアの画!マークの付いたステレオアンプと組み合わせると、 
アンプに付属の U モコンを使って本機の操作をすることびでさます。 
( P .7 参照） 

■ 省エネル幸一設計製品 

本製品は電源オフ時（スタンバイ時）の消費電力を抑えた設計となっ 
ています。スタンノ くイ時消費電力値は P . 19の仕様欄を参照ください。 


巧用の前に■接続 ■名祿と機能■放送を聞く ■放送局ち入力 ■ 故障？ ■ 仕様 
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本製品の取り扱いについて 


■製品のお手入れについて 

通常は、柔らかい布で空拭きしてください。巧れびひどい場 
合は水で己〜6倍に薄めた中性洗剤に柔らかい布を浸してよ 
く紋った後、巧れを拭きとり、その後乾いた布でおいてくだ 
さい。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着 
すると印刷、塗装などびはげることびありますのでご注意く 
ださい。また、ゴムやビニール製品を長時間触れさせること 
ち、キャビネットを傷めますので避けてください。化学ぞう 
きんなどをお使いの場合は、化学ぞうきんなどに添付の注意 
事項をよくお読みください。お手入れの際は、差し込みプラ 
グをコンセントから抜いて行ってください。 


■結露について 

本機を冷え切った状態のまま暖か 
い室内に持ち込んだり、急に室温 
を上げたりしますと、動作部に露 
び生じ（結露）、本機の性能を十分 
に発揮できなくなることびありま 
す。このような場合には1時間ほ 
ど放置するか徐々に室温を上げて 
から使用してください。 



付属品の確認 


• FMT 字型アンテナ ♦ 才ーディオコード • 変換ァダプター 



• AM ループアンテナ 


• コント□—ルコード 


• 安全上のご注意 




ご相談窓□-修理窓□のご案内 

取扱説明書 

保証書 


AM ルーフアンテナの組み立てかた 



① アンテナの台の部分を 
矢印の方向に動かす。 

② アンテナ下部にあるつ 
めを、台の差し込み □ 
に「カチッ」と音びする 
まではめ込む。 


変換アダプターの取0付けかた （ FM アンテナ) 



② 変換アダプターの両方のネジをゆるめて，線をはさみ込む。 

③ 線びはずれない程度にネジをしめつける。 













ご使用の前に 


アフターヴービスについて 


■ 保証書 (別に添付してあります。） 

保証書は、必ず「販売店名 • 購入曰」等の記入を確かめて 
販売店から受け取っていただき、内容をよくお読みの上、 
大切に保管してください。 


修理を依頼されるとき 

ちう一度、取扱説明書をよくお読みいたださ、ご確認のう 
え、なお異常のあるときは、必ず電源プラグを抜いてから 
修理を依頼してください。 





♦保証期間はご購入曰か51年間でず。 

■補修用性能部品の保有期間 

当社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り後、 
8年間保有しています。性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品です。 

■修理に関するご質問、ご相談は 

お買い上げの販売店または、最寄りの当社サービスス 
テーシヨンをご利用 < ださい。 

所在地、電話番号は別添のに相談窓□-修理窓□のご案 
内」をご覧ください。 


•保証期間中の修理 

万一、故障び生じたときは、保証書に記載されている当社 
保証規定に基づき修理いたします。お近くのパイオニア 
サービスステーションまたは、お求めの販売店にご連絡 
ください。保証書の規定に従って、修理いたします。 

• 保証期間が過ぎているとさの修理 

最寄りのパイオニアサービスステーションまたは、お求 
めの販売店にご相談ください。修理すれば使用できる製 
品については、ご希望により有料で修理いたします。 


連絡して いただきたい 内容 

ご住所、ご氏名、電話番号 
製品名、型番、ご購入曰 
故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 
ご訪問のご希望曰 

訪問先までの道順と目標（建物、公園など） 


お客様メモ 

• おぼえのため記入されますと便利です。 


ご購入店名 

住所 

電話番号 



お近 < の 
ご相談窓 □ 

住所 ^ 

電話番号 

ご購入年月曰 

V 

年 

月 

曰 

型番 

この機種は F - D 3 です。 


使用の前に 











接続 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には、必ず電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 
F - D 3 U アパネル 



FMT 字型アンテナ（付属） / FM 屋外アンテナ 


アンテナ 


4 , 



• 左図のように付属の T 字型アンテナを FM アンテナ端子 
に接続します。矮換アダプターの取り付けについては P .4 
を参照してください。） 

• T 字型アンテナは両端をぴんと張り、壁などにはりつけて 
<ださい。 

• T 字型アンテナを使用しても受信電波び弱いとき、雑音び 
多いとさなどは、屋外アンテナを使用してください。 

-アンテナ アース について- 

この fh (信号用アース）端テは雑音の低減をはかるためのもので 
す。安全アースではありません。 

A ガス管には絶対に接続しないでください。ガスに引义する 
ことびありを険です。 


AM ループアンテナ（付属) 


AM ループアンテナ 



• 左図のようにアンテナの接続コードを AM ループアンテナ 
端子に差し込みます。 

• 平らな面でアンテナをセットし、電波受信び最良となる方 
向に向けます。 

• ボンネットの上やその他の金属物、 CD プレーヤー、パソ 
コン、テレビなどのそばにアンテナを置かないでくださ 
い。 

- AM 外部アンテナについて- 

AM ループアンテナの位置やち向を変えてみてを放送び良好に受 
信でさないとさは、 AM 室内アンテナまたは AM 屋外アンテナを 
AM 端テに接続してください。 AM 室内アンテナまたは AM 屋外 
アンテナを接続した場合を、 AM ループアンテナは必ず接続して 
おいて < ださい。 
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接続 


才ーアイオコート 



• 左図のように、付属のオーディオコードを使って本機の出 
力端子とステレオアンプの TUNER 入力端子を接続しま 
す。 

• 白いプラグは白い端子 （ L ) に、赤いプラグは赤い端子 （ R ) 
につなざます。 

• プラグは奥までしっかりと差し込みます。 


镜 


■ オーディオコードの接続についての注意 

• アンプの PHONO 入力端テには接続しないでくださし、 PHON 日入力端テは本機からの出力信号レベルに対応していないため、接続する 
と音び歪んだり、アンプやスピーカーを破損することびあります。 

•アンプ側に TUNER 入力端テびない場合は、 LINE 端テ、 AUX 端テなどに接続してください。 


コント □ ールコード 


F - D 3 コント□-ル端子 



-コント□-ル端子について- 

弊社の U モートコント□ール信号の入出力端テです。 

ノ（イオニアの關 I マークの付いたステレオアンプと組み合わせる 
と、アンプに付属の U モコンを使って本機の基本操作をすること 
びでさます。 


• 左図のように付属のコント□-ルコードを使って、本機の 
コント□ール入力端子 （ IN ) とアンプのコント□ール出力 
端子 ( OUT ) をつなざます。 

• 本機のほかにもアンプの U モコンを使って操作する機器 
びあるときは、本機のコント□ール出力端子 （ OUT ) と 
その機器のコント□ール入力端テ ( IN ) をつなざます。 

• コント□ール接続をしたあとの基本操作については、ス 
テレオアンプの取扱説明書を参照してください。 


電源コード 





家庭用コンセント 


• 本機の電源コードを、ステレオアンプの U アノ くネルにある 
電源コンセント、または家庭用コンセントに差し込みま 
す。 
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各部の名称と機能 



① む電源スイッチ （STAND 巨丫 /ON) 

電源の日 N と日 FF (スタンバイ）を切り換えます。 

② メモリース夺ヤン (MEMORY SCAN) ボタン 

プ U セットした放送局をクラス単位で順番に受信し、メ 
モリーされた放送局を確認できます。 

• メモ IJ ースキヤンのち法については P .] 己を参照してください。 

③ 夺ヤラクター (CHARACTER) ボタン 

プ U セットしたステーションナンバーに、放送局名を入 
力するときに使います。 

• 放送局名の入力については P .1 6を参照してください。 

④ ディスプレイモード (D 旧 PLAY MODE) ボタ 
ン 

放送局名び記憶されているとき、プ U セット選局モード 
中にディスプレイの表示を切り換えます。このボタンを 
押すたびに、放送局名と周波数に表示び切り換わります。 

⑥ディスプレイ部 

( P .10 「ディスプレイ表示の見かた」を参照してくださ 
い。） 


⑥ メモリー （ MEMORY) ボタン 

放送局をプ U セットするとき、放送局名入力のときに使 
います。 

⑦ クラス （CLASS) ボタン 

プ U セットメモ U —されたクラスの切り換えをします。 
ボタンを押すたびにクラスび、 [-► A—►B — ► C ~| と切 
り換わります。 

⑧ ダイレクト （D 旧 ECT ) ボタン 

ダイレクト選局をするときに使います。 

• ダイレクト選局については P . 13を参照してください。 

感 チューニングモード （TUNING MODE ) ボタン 

ボタンを押すたびに選局方法び、(下のモードに切り換 
わります。 

P ►マニュアル 選局 - ►才ート 選局 

-プ I 」セット選局 ◄ - 

• オート選局では、ディスプレイに AUTO インジケーターび点 
灯し、プ U セット選局では、ステーションナンバーまたは放送 
局名び表示されます。 
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各部の名荷;と機能 


⑩ RF アツ テネーター (RF ATT ) ボタン 

FM 放送の電波び強すざて音び歪んだりするとさ、このボ 
タンを押すと、音の歪みび低減されます。デイスプレイに 
RF ATT インジケーターび点灯します。 

• AM 放送受信時には働さません。 

• 放送局をプ U セツトするとき RF ATT を設定しておくと、設定 
モードび放送局ごと記憶されます。 

⑩ MPX モード （MPX MODE ) ボタン 
<FM のとさ> 

ボタンを押すたびに受信状況び下のように切り換わり 
ます。 

■-►AUTO :ステレオ放送は自動的にステレオになります。 

I 

-MONO :ステレオ放送も強制的にモノラルになります。 

(MONO インジケーターび点打します。） 


⑩バンド切換ボタン 

ボタンを押すたびに FM / AM 受信バンドび切り換わります。 


® ステーションコール/ナンバーボタン 

放送局をプ U セットするときや、プ U セットした放送を 
受信するときに使います。また、ダイレクト選局をすると 
さの周波数の入力に使います。 

〇チューニングつまみ 

放送を聞くとき周波数を合わせます。時計回りに回すと 
周波数び上がり、反対に回すと周波数び下びります。プ 
U セット選局では、つまみを回してステーションナン 
バーを選べます。また放送局名を入力するとき、文字を 
選択します。 


• 電波び弱くステレオ受信ではノイズび大さい場合、 MONO を 
選んでモノラル受信をすることで、ノイズを低減させることび 
でさます。 

• 受信電波び弱し化き、 AUT 日では出力び自動的にミユートされま 
す。その場合 MONO にすると弱い電波ち聞くことびでさます。 
• 放送局をプ U セツトするとき AUTO または MONO に設定して 
おくと、設定モードび放送局ごと記憶されます。 

<AM のとさ> 

受信中、周波数の異なる放送局の電波の妨害を受けたり、 
音び混ざりあったりするとさ、このボタンを押して受信 
ポジションを切り換えます。 

ボタンを押すたびに受信状況び下のように切り換わり 
ます。 


WIDE (ワイド）：臨場感あふれる音を再生。 


KlihR 日 W (ナ□一)：妨害をカットして、雑音の少ない音を 


再生。 


- WIDE/NARROW のディスプレイ表示 - 

WIDE : ステレオ受信のときは STERE 日インジケーター 

び点打、 モノラル受信のときは、 STEREO / 
MONO の表示はありません。 

NARROW :受信している放送びモノラル、ステレオに関係 
なく MONO インジケーターび点なします。 


• 通常は WIDE にしておきます。 

• NARR 日 W のときは自動的にモノラル受信になります。 

• 放送局をプ U セツトするとき WIDE または NARR 日 W に設定 
しておくと、設定モードび放送局ごと記憶されます。 
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デイスプレイ表示の見かた 



① MEMORY インジケーター 

放送局のプ U セットをするとき MEMOR 丫ボタンを押す 
と点巧します。この表示び点灯している間に、プ U セット 
するステーシヨンナンノ（一を選びます。 

② AUTO インジケーター 

チューニングモードボタンで、オート選局モードび選択 
されているときに点'なします。 

③ 周波数/ステーシヨン表示部 

受信バンドと周波数を表示します。プ U セット選局のと 
きはステーシヨンナンノ（一または放送局名を表示します。 

④ RF ATT インジケーター 

FM 放送の受信中、 RF アッテネーターび働いているとき 
に点'なします。 

⑥ MONO インジケーター 

MPX モードボタンで、 M 日 N 0または NARR 日 W び選択 
されているときに点灯します。 


⑥ STEREO インジケーター 

ステレオ放送を受信しているときに点'なします。 

• ステレオ放送の場合でも、 MPX モードで MONO ( FM 受信時) 
または NARROW ( AM 受信時）び選択されているとさには、 
MON 日び点灯します。 

⑦ TUNED インジケーター 

放送受信時に点'なします。 

• 受信電波び微弱な場合は点灯しません。 
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FM / AM 放送を聞 < 



本機を操作して FM / AM 放送を受信するには、1；(下の4つの方法があります。 


y " ーユソノ J レ; 

オート選局 
ダイレクト選局 
プ U セツト選局 


手動でチューニングつまみを回して聞きたい放送局を選びます。 

自動で同調される電波をチェックしなびら、聞きたい放送局を捜します。 

放送局の周波数を直接入力して選局します。聞きたい放送の周波数を知っている場合に便利です。 

あらかじめ放送局を記憶させることにより、ステーシヨンナンノ（一を選ぶだけで放送を呼び出せます。またメ 
モ U —スキャン機能を使えば、プ U セツト局の放送内容をチェックしなびらお好みの局び選べます。 


-「ラストワンメモリー」について- 

>電源び切れている状態から電源を ON にすると、電源を 
OFF ( STANDBY ) にする前に聞いていた放送局を受 
信します。 

>電源び入っている状態でバンド切換ボタンを押すと、バ 
ンドを切り換える前にそのバンドで聞いていた放送局を 
受信します。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるちの 
です。隣近所へのおもいやりを十分にいたしま 
しよラ。ステレオの音量はあなたの/こ\びけ次第 
で大さくちルさくちなります。特に静かな夜間 
I __ 日…丄ノソ'ソ I - I には小さな音でち通りやすいちのです。夜間の 
音楽鑑賞には気を配りましよラ。近所へ音び漏 
れないように窓を閉めたり、へッドホンで聞くのも一つの方法 
です。お互いに必を配り、快い生活環境を守りましよラ。 


マニュアル選局 


手動でチューニングつまみを回して聞きたい放送局を選びます。 



① 電源スイッチを ON にする。 

② チューニングモードボタンを巧して、マニュアル選局モー 
ドを選ぶ。 

• チューニングモードボタンは押すたびに、下のように切り換 
わります。 


~►マニュアル 


J レ ] d に ] 15 — r- 


• 才一 h 度局モ ー r ■ 


プ U セツト選局モードィ 


• マニュアル選局モードでは、ディスプレイに受信バンド ( FM / 
AM ) と周波数び表示されます。 

(オート選局モードではディスプレイに AUT 日インジケーター 
び点好しますび、マニュアル選局モードではインジケーターは 
点灯しません。） 

③バンド切換ボタンを巧して受信バンド ( FM / AM ) を選ぶ。 

• 表示部の FM または AM び切り換わります。 


④チューニングつまみを回して聞きたいが送局の周波数に合 
わせる。 

• チューニングつまみを時計回りに回すと周波数び上びり、その 
反対に回すと周波数び下びります。 
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才ート選局 

本機び自動で放送局の電波をキャッチしていくので、受信できる放送局をくまなく捜せます。 


① 電源スイッチを ON にする。 

② チューニングモードボタンを巧して、才ート選局モードを 

選ぶ。 

• オート選局モードを選択するとディスプレイに AUTO インジ 
ケーターび点好します。 

③ バンド切換ボタンを巧して受信バンド ( FM / AM ) を選ぶ。 

• 表示部に FM または AM び点灯します。 

④ チューニングつまみを回すと自動的に周液数び変わり、が 
送を受信すると停止する。 

• 放送を受信するとディスプレイに TUNED び点打します。 

• チューニングつまみを時計回りに回すと周波数び上びり、その 
反対に回すと周波数び下びります。 

⑥聞きたい局び見つかるまで、④を繰り返す。 


■ オート選局についてのま意 

• 本機は高感度のため、特に夜間は電波伝搬び良いために、微弱な海外放送局でも自動停止することびあります。また都市雑音にち自動停止 
することびあります。 

• AM 放送をオート選局を使ってプ U セットする場合、微弱な電波もキャッチしてひんぱんに自動停止するようならば、 AM ループアンテナ 
の向さを変えたりアンテナを倒してください。強力な電波のみキャッチすることびでさます。その場合、プ U セット後にループアンテナを 
最良の向さ、位置に戻してください。 

• 受信電波の微弱な放送局はマニュアル選局で受信してください。電波び微弱だとオート選局では感知しないことびあります。 
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FM / AM 放送を聞 < 


タイレクトボタンを押す。 
r~8~i を押す。 
r ^ i を押す。 
nsn を押す。 

10/101を押す。 



例 ： FM 82.50 MHz に周波数を合わせる。 




FI1 eZ5if]s 


FI 1 


FI1[] も ,_ 


FI 1 [。し1。 


FI1 


放送局の周波数を直接入力して選局します。聞きたい放送の周波数を知っている場合に便利です。 



① 電源スイッチを ON にする。 

② バンド切換ボタンを巧して受信バンド ( FM / AM ) を選ぶ。 

• ディスプレイに FM または AM び点灯します。 

③ ダイレクトボタンを巧す。 

• ディスプレイの周波数入力の位置び点滅します。 

④ ナンパ’ーボタンを使って、放送局の周波数を入力する。 

• FM 放送をダイレクト選局するとき、小数点の入力は必要あり 
ません。 


■ ダイレクト選局についてのミ主意 

• 入力をキャンセルするときは、周波数を最後まで入力する前にをう一度ダイレクトボタンを押します。 

• 周波数は最後の巧まで確実に入力してください。確実に入力されないとダイレクト選局はされません。 

• まちびった周波数を入力すると、その付近で一番近い正しい周波数に自動的に修正されます。（例 ： FM 82.51 -FM 82.己日) 


ダイレクト選局 


1 OJ 3 4 已 


放送を聞< 
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FM / AM 放送を聞 < 


プリセット選局 （1 •放送局をプリセットずる） 

クラスとナンパ'-の組み合わせ （ A ] 〜 A 0、 巳]〜目0、 C ] 〜 C 0) で、合計3日局までプ U セツトメモ U - することびできます。 


RF アッテネーターボタン ②③ 



① マニュアル選局、オート選局、ダイレクト選局いずれかの 
操作を行い、プリセットする放送局を受信する。（それぞ 
れの選局方法については P 1 1〜13を参照。） 

• 放送の受信と同時に I ツ下の設定をします。これらの設定状態も 
放送局ごとに記憶されます。 

< FM 放送の場合> 

- RF ATT の ON/OFF 

•ステレオ（オート）受信/モノラル受信の設定 
< AM 放送の場合> 

-受信ポジシヨン WIDE / NARROW の設定 

② メモリーボタンを巧す。 

• ディスプレイには MEM 日 R 丫インジケーターび点好し、クラス 
表示び点滅します。 

• 約己秒で点滅は終了します。その間に！;(下③④の操作をしない 
とメモ U —は設定されません。そのとさは、もう一度メモ U — 
ボタンを巧して操作を続けてください。 

• MEM 日 R 丫インジケーターの点打中にメモ U —ボタンをもう一 
度押すと、設定は解除されます。 

③ クラスボタンを巧して、 iS 憶させたいクラスを A 〜じの 
中か5選ぶ。 

④ 記憶させたい番号のステーシヨンコールボタンを巧す。 

• ディスプレイの MEM 0 R 丫インジケーターび消えたら、メモ 
U —は完了です。 

• メモ U —び完了すると、①で設定した選局モードに戻ります。 

⑥ プリセットメモリーを続けるときは、上記 ①〜④ を繰り 
返す。 

• すでに放送局び記憶されていたステーシヨンナンノ（一に新たにメ 
モ U —すると、前に記憶されていた放送局は消去されます。 


■ プリセットについてのミ主意 

•電源を OFF (スタンバイ）にしても電源コードを抜かなければ、プ U セットした放送局は消去されません。電源コードを抜いた場合でを、 
本機はバックアップ機能を備えていますので、およそ]か月 I 乂巧でしたらプ U セットした放送局は消去されません。 

• プ U セツトした放送局び消えてしまったら、もう一度プ U セツトしてください。 
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プリセット選局 （2 .放送を聞く) 


① ② 



③ ③ 


プリセット選局 （3 •メモリース丰ヤン） 

メモ U —スキヤンとは、プ U セットした放送局のクラスを選んで、 
るプ□グラム内容を確認しなびら、希望の局び選べます。 


① 



〇 □□ 
〇目 


ホ □□ 
目 
〇 □□ 



③ 


①電源スイッチを ON にする。 


② クラスボタンを巧して、希望のクラスを A 〜 C か5選ぶ。 

③ 希望のステーションコールボタンを巧す。またはチューニ 
ングつまみを回して、希望のステーションナンバーを選 
ぶ。 

•デイスプレイにステーシヨンナンノ く一とその周波数び表示され 
ます。 


そのクラス内で順番に受信してゆく機能です。放送されてい 


① クラスボタンを巧して、メモリースキャンするクラス （A 
〜 C ) を選ぶ。 

② メモリースキャンボタンを巧す。 

• ディスプレイの表示び点滅しなびら、各放送局を約己秒間ずつ 
受信してゆさます。 

③ 希望の局び見つかった！5、本機のいずれかのボタン（電源 
スイッチは除く）を巧す。 


放送を聞< 
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放送局名を入力ずる 


マニュアルステーションネームメモリー 


プ U セツトされた放送局に、局名など最大4文字までの文字情報を入力することびできます。 



① 電源スイッチを ON にする。 

② クラスボタンを巧して、ネーム入力するステーションのク 

ラスを A 〜 C か5選ぶ。 

③ ネーム入力するステーションコールボタンを巧す。または 

チューニングつまみを回して、ネーム入力するステーショ 

ンを選ぶ。 

•ディスプレイにステーションナンノ く一とその周波数び表示され 
ます。 

④ キャラクターボタンを巧す。 

• ディスプレイに " INPUT " び表示されます。 

• " INPUT " び表示されている間（約已秒）に、下⑥の操作を 
はじめないと、設定は解除されます。そのとさは、もう一度キャ 
ラクターボタンを押して操作を続けてください。 

• " INPUT " の表示中にキャラクターボタンをもう一度押すと、ス 
テーションネーム設定は解除されます。 

⑥チューニングつまみを回して文字を選択する。 

• 文字は4文字まで入力でさます。 

• 選択でさる文字については P . 17の「 ステーショ ンネーム入力 
文字一覽表」を見てください。 

⑥ 最初の文字を選択した！5、 MEMORY ボタンを巧す。 

⑦ 2文字め LU 降ら⑥⑥をくりかえす。4文字めの選択を終え 

MEMORY ボタンを巧すと、入力び完了し、ディスプレイ 

にその放送局名び表示される。 

• 入力する放送局名び3文字下のときは、余った入力位置には 
スぺース煙白）を入力してください。スぺースは、と" A " 
の間にあります。 


■ ステーションネーム入力についての注意 

• すでにステーションネームびメモ U —されていたステーションに新たにメモ U —すると、上書き登録されます。 

•入力したネームを消去したいとさは、そのステーションの4宇分すべてに、スペース（空白）を上書さ入力してください。 

•ネームび記憶されたステーションは、選局されると「ステーションナンバー+周波数」表示から、数砂後、「放送局名」表示に自動的に変 
わります。「ステーションナンバー+周波数」表示にするには、ディスプレイモードボタンを押して表示を切り換えます。 
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ディスプレイ表示 
文字-記号 
ディスプレイ表示 


U 



R 


Q 


文字-記号 









_文字-記号_ 
ディスプレイ表示 


ス了ーシヨンネーム入力文子一亮表 


例：クラスナンパ ー A 4 に 「 NHK 1」 と入力する。 


1 クラスボタンを押して、クラス A を選ぶ。 

2 r ^ rn を押す。 

3 キャラクターボタンを押す。 

4 チューニングつまみを回して 「 N 」 を選び、メモ U — 
ボタンを押す。 

己 チューニングつまみを回して 「 H 」 を選び、メモ U — 

ボタンを押す。 

6 チューニングつまみを回して 「 K 」 を選び、メモ U - 
ボタンを押す。 

7 チューニングつまみを回して「1」を選び、メモ U — 
ボタンを押す。 


n 4 ez5if] 







冬 

l\l り K 击 

……か1 

A 

WHK I 



放送局ち入力 




• この表の左上の空欄は、スペース（空白）の入力位置です。 
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意外な操作ミスび故障と思われています。故障かな？…と思ったら、症状に合わせて下の項目をチェックしてみてください。ま 
た、本機 iu 外の原因ち考えられます。ご使用の他のステレオ製品および同時に使用している電気器具も合わせてお調べください。 
下の項目をチェックしても直らない場合は、 P . 己の「アフターサービスについて」をお読みの上、修理を依頼してください。 


考え！5れる原因 


電源び入5ない。 


電源コードを接続していない。 

他の機器（アンプ、タイマーなど）のコンセン 
卜に電源プラグをつないだ場合で、他の機器か 
らの電源び切れている。 


電源コードをアンプまたは家庭用コンセント 
へ接続する。 

他の機器の電源を入れる。 


音び出ない。 


接続コードび端子からはずれている。または、 
間違えて接続されている。 

端子や接続コードのピンプラグびよごれている。 
アンプの入力切換び TUNER にセットされてい 
ない。 

電源コードを数日間抜いていたため、放送局の 
プ U セットメモ U —び消去された。 

他の機器（アンプなど）の操作を間違えている。 


接続コードを確実にアンプの TUNER 端子 
へ接続する。 

端子やプラグのよごれを拭さとる。 

アンプの入力切換を TUNER に切り換える。 

放送局をメモ U — しなおす。 

他の機器の取扱説明書を参照する。 


雑音び多い。 


< FM の場合> 

• 放送局の電波び弱い。 


他の機器の雑音び入る。（特に自動車び通る 
と雑音び入る。） 


受信場所の近< に山や高い建物びあって、マ 
ルチパスび発生している。 

(マルチパスとは、受信アンテナに直接受信され 
る電波と、山や建物に反射して受信される電波 
び互いに影響し合うことにより、音びにごった 
り、雑音び生じたりする現象です。） 


付属の T 字型アンテナを FM 専用の外部アン 
テナに交換する。 

MPX M 日 DE ボタンを押して、モノラル受 
信にする。 

アンテナの取り付ける位置-方向を変えてみ 
る。外部アンテナを使用しているとさはアンテ 
ナの設置場所を道路から離したり、接続ケーブ 
ルを 75 Q の同軸ケープ;!レに変えてみる。 
アンテナの取り付ける位置-方向を変えてみ 
る。 


< AM の場合> 

• 放送局の電波び弱い。 


付属の AM ループアンテナの向さび悪い。 

他の機器（堂光'なやモーターを使っている電気 
製品など）の雑音び入る。 


MPX M 日 DE ボタンを押して、受信ポジシヨ 
ンを NARR 日 VV にする。（このときデイスプ 
レイには M 日 N 日インジケーターび点灯。） 
アンテナの方向を変えて、よく聞こえる位置 
にする。 

雑音を発生させる機器の使用を止めるか、ま 
たはその機器とアンテナとを遠ざける。 


FM が送の受信中、音 
び歪む。 


アンテナの向さび悪い。 
電波び強すざる。 


• アンテナの方向を調整する。 

• RF ATT ボタンを押して、日 N にする。 


が送びステレオなの 
に、ステレオにな！5な 
し、。 


電波び弱く、アンテナの入力び不足している。 
MPX MODE ボタンび MONO になっている。 


屋外の専用アンテナを設置する。 

ボタンを押して、表示部を MONO から 
STEREO に切り換える。 


I 静電気等、外部からの影響により本機び正常に動作しない場合びあります。このような時は電源スイッチを ON / OFF する 
か、電源コードを一度抜いて再度差し込むことにより、正常に動作します。 






FM チユーナー部 

受信周波数 . 76.日 MHz 〜 90.0 MHz 

実用感度 . モノ： 14.2 dBf (1.4) iV /75 Q ) 

S/N 己 Od 巳感度 . モノ： 20.2 dBf ( S .8| iV /7 已〇) 

ステレオ： 38.6 d 巳 f ( S 3.3| iV /7 己〇) 

S / N 比 （8 己服 f 入力時） . モノ： 76服 

ステレオ： 73 d 目 

高調波歪率 . モノ：日.4〇/〇 (1 kHz ) 

ステレオ：1.00/〇 ( IkHz ) 

実効選択度 .65 dB (±400 kHz ) 

ステレオセパレーシヨン .40 dB(l kHz ) 

周波数特性 .30 Hz - 1己 kHz (± l 服) 

イメージ妨害比 . 己日 d 巳 

IF 妨害]:ヒ .70 d 巨 

アンテナ . 7己 n 不平衡型 

•上記の数値は新 IHF 法による測定です。 


AM チューナー部 

受イ言周波数 .522 kHz - 1 ,629 kHz 


実用感度（付属ループアンテナ） . 35011 V/m 

選択度 （ NARROW 時） . 40服 

S / N 比 . 己1服 

イメージ妨害比 .40 dB 

IF 妨害比 . 己1服 

ステレオセパレーシヨン （ NARR 日 W 時） .3] d 目 


アンテナ . ループアンテナ（付属) 


出力部 

出力端子（出カレベル/出カインピーダンス） 

FM り0096変調） . 6已日 mV/]kO 

AM (30%変調） .200 mV/lkQ 


電源部-その他 

電源電圧 . 

消費電力 . 

スタンバイ時消費電力 ........ 

外形寸法（幅 X 高さ X 奥行) 
本体質量 . 


. AC 100 V . 己 0/60 HZ 

.10 W 

. 1 W 

420 X 78 X 287 mm 
.2.7 kg 


付属品 

fmt 字型アンテナ . 1 

AM ループアンテナ . 1 

オーディオコード . 1 

コント□ールコード . 1 

変換アダプター . 1 

安全上のご注意 . 1 

ご相談窓□-修理窓□のご案内 . 1 

取扱説明書 . 1 

保証書 . 1 


♦上記の仕様および外観は改良のため予告なく変更すること 
びあります。 


ステーションメモ：プ U セツトした放送局をこの欄に記入しておくと便利です。 
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ご相談窓 □ -修理窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

なお、修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら J を一度ご覧になり、故障かどうかご 
確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入日③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 

参ホームぺージ「商品についてよくあるお問い合わせ」 FAQ のご案内 http :// www . pioneer . co . jp / support / faq / index.html 

<下記窓口へのお問い合わせの時のごま意 >巿外局を「0070」で始まる， y フリ-フォン及び「0120」で始まる函フ り-グイヤ ルは、 PHS 、 携帯電話などからは、ご使用になれません。 
また、【一般電話】は、携帯電話 - PHS などからご利用可能ですが、通話料がかかります。 


商品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 


カスタマーサポート七ンター(全国共通フリーフォン） 


受付月曜〜金曜9 : 3 0〜17 : 0 0、±曜•日曜•祝日9 : 3 0〜12 : 0 0、13:00〜1 

17:00 (弊社休業日は除く） 

参家庭用オーディオ/ビジュアル商品のご相談窓□およびカタログのご請求窓 □ 

一般電話 

W 0070 -800-8181-22 

【一般電話】 03-5496-2986 

参カタログ請求とメールマガジン登録のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / ctlg / index.html 

参ファックス受付 

03-3490-571 8 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


•部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入については、部品受を七ンターへお問い合わせください。 


部品受ま七ンター 


受付月曜〜金曜9 : 3 0〜18 : 0 0、±曜•日曜•祝日9 : 

電話（フリ-グイヤル） ^ 01 20-5- 

-般電話 0538-43 

30〜12:00、 13:00-17:00 (弊社休業日は除く） 

8 1 0 9 5 ファックス（フトグ仆ル）画 0120 -5-81096 

-116 1 

修理についてのご相談窓 □ 

•お買い求めの販売店に修理の依頼が出来ない場合は、修理受付七ンターへ（沖縄の方は、沖縄サービスステーションへ） 

修理受付七ンター 


受付月曜〜金曜9 : 3 0〜2 0 : 0 0、±曜■日曜•祝日9 : 

電話（フリ-グィャル） ^ 012 0-5 - 

-般電話 03-5496 

30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

8 10 2 8 ファックス（フリ-グイヤル）画 01 2 0 - 5 - 8 1 0 2 9 

- 2 0 2 3 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 



受付月曜〜金曜9 : 3 0〜18 : 0 0 (±曜•日曜•祝日■弊社休業日は除く） 

-般電話 098-879-1910 ファックス 098-879-1352 

VOL . 009 




長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすすめいたします。こんな症状はありませんか 



•電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 


•電源コードにさけめやひび割れびある。 



• 電気が入つたり切れたりする。 


•本体か！5異常な音、熱、臭いびする。 




すぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5抜き、故障や事故防止のため電気店 
または当社サービスステーションに点検（有料）をご依頼ください。 


この取扱説明書は再生紙を使用しています。 


© 1999パイオニア株式会社禁無断転載 7 Y イオニア株式会社 志1日 3-8654 東京都目黒区目黒 1 T 目4蚕1号 
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